
 

季節は秋へと移ろいでいます。センターのナナカマドの葉やヤマボウシの実が色づき始 

めました｡夏休み期間中は先生方の研修と並行して学習合宿が盛んでした。学校単位、中 

学生によるロボコン合宿、工業高校生による大学進学のため､商業高校生による簿記や情 

報処理の高度資格取得のためと目的は様々ですが、先生と生徒の寝食学を共にしたかけ 

がえのない時間が流れていました。 

二学期になり生徒実習で訪れる学校が増えました。学校で対応できない教材や機器､ソ 

フトウェアを用いた体験や実習です。電子顕微鏡でバイオテクノロジー実習をした生徒が  

｢高額の機材を使うことができ、すばらしい体験をさせてもらいました｡この経験を自分の将 

来にどのように生かしていくかが課題となりそうです｣との感想を残しています｡学習意欲や学習効果を高めるばか

りでなく､公共施設利用ということで､礼儀やマナー等の社会人力向上の一助になっていると思います。 

情報研修講座では､子どもたちの情報活用能力の育成､ＩＣＴを活用したわかりやすく深まる授業の実現､校務の

情報化の推進を念頭に講座を構築しており、定員を上回る受講希望状況でした。本年度は情報モラル（携帯・イン

ターネット等）･セキュリティについての校内研修支援の要望があり､教職員･生徒･保護者を対象に既に 8校 1222 名

の方が受講されました。 

一方、産業教育研修分野では､夏休みを中心に 28 名の先生方が先端技術研修を受講されました｡この他に産 

業教育長期研修や産業教育教材開発を通して、日進月歩の知識・技術・情報に対応するための効果的な指導技 

術や授業内容等を習得し生徒へ還元しています。更に変化する経済社会を見据え、技術水準や授業内容を更新 

していく研修講座や先生方のキャリアステージに応じた講座を設定し､より高度な専門性と実践的指導力を身につ

けられるように工夫しています。 

産業教育振興には地域連携が重要と思います。日々の教育活動や研修を通じて、先生方自らが地域に情報を

発信し、地域の産業や資源、人的ネットワークの活用や構築、コーディネートができ、学校活性化ひいては地域活

性化に繋がっていくことを願っています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
                                                          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

情報・産業教育部長挨拶                    小林 晴夫 
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センター食堂の風景 

昼食はセンター食堂をご利用ください。 

メニューは、昼定食(550 円)のほか、カレー

ライス・麺類・丼などです。昼定食について

は、10 時までにエントランスホール階段下

の券売機で食券を購入してください。 



【先行実施！気象領域の学習】 8 月 3 日（水）実施 （16 名受講） 

＜講座の内容＞ 

①講義「これからの理科学習」 

②講義「気象領域の学習内容」 

 (1)気象領域の学年毎の展開と内容 

 (2)学習指導要領における目標とねらい 

 (3)中学校気象領域の扱い 

 (4)接続を意識して小学校の内容をみよう 

③実習「教育センター周辺の気象観測をしよう」 

④演習「考察の表現向上を目指して」 

＜受講者の感想から＞ 

・身近な材料で簡単に観測器具が製作でき，実践に生かせると感じた。 

・自分の考え（考察）を書かせるにも，取り組ませ方が大切でいろい 

ろな方法があることが分かった。さっそく準備を始めて，2学期か 

らやってみたいと思います。  

  

 

【楽しい描画活動Ｂ】 8 月 3 日（水）実施 （20 名受講） 

＜講座の内容＞ 

①講義「小学校の絵画指導のあり方について」 

②実習「体感！【ものと関わる→試す（遊び）→思いがふくらむ】とは」 

  フォトグラム，ローラー，スタンピング，デカルコマニー等 

③研究協議「子どもたちの作品をどうとらえるか」 

④実習「デカルコマニーをもとにした絵を作ってみよう！」 

＜受講者の感想から＞ 

・いつも何をさせようかということを中心に考えていて，子どもにどんな力をつけさせた

いかという視点はなかった。まずこの意識から変えていきたいと思う。 

・絵は筆で描くだけではなく，いろいろな方法で表現できる 

ということが体験でき，すぐに子どもたちとやってみたい 

気持ちになりました。 

・デカルコマニーは初めて取り組みました。出来た模様から 

何を作り上げていくか，先生によって違い，面白かったで 

す。きっと子どもたちならさらに色々と発想してくれるこ 

とでしょう。 
 

 

 

 

 

8月･9月に行われた希望研修講座を紹介します 

 

観測器具(簡易百葉箱)を自作 

研修講座探訪 
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簡易百葉箱 

作品例 



 

 

 

 

 

研修講座探訪 

【小学校学級担任のための読書支援】 9 月 2 日（金）実施 （27 名受講） 

新しい学習指導要領では、各教科で読書活動に取組むことが重要視されています。本講座で 

は、読書の入門期にあたる小学校低～中学年を中心に、楽しみながら「読む力」を育む指導

の方法を習得しました。 

＜講座の内容＞ 

①新学習指導要領で求められている「読書活動」の位置づけ(講義) 

②発達段階に応じた選書や教科学習への読書の活用例（情報交換） 

③「子どもの心に本を届ける」（講義・演習） 

明治学院大学の岩辺泰吏教授を講師に、絵本「大砲の中のアヒル」を使った演習をとお

して、アニマシオンの理論と具体的な指導方法を学びました。 

＜講座の様子＞ 

     
「クイズ大作戦」      「紙芝居バラバラ事件」    引き込まれるような 

絵本をもとにクイズ作り   場面の順番どおりに並べかえ    岩辺教授の語り口 

＜感想から＞ 

○ 各教科で国語の力、言葉の力が大切であり、そのために読書の役割が大きいことが分かっ

た。特に、学級担任として、「伝え合う」、「共感し合う」言語活動を行っていくことが、

質の高い学級集団をつくることにもつながるということに納得した。 

○ アニマシオンのおもしろさ、緊張感、奥の深さなどが分かった。部分的に技法を知るので

はなく、今日のようにトータルで良さを知ることが大切だと感じた。 

【介護実習指導法】  8 月 9 日（火）実施 （9名受講） 

 国民の４人に１人が高齢者（６５歳以上）という超高齢化社会をむかえ、高等学校における

介護福祉士等の養成教育の役割が期待され本年度初めて開講しました。各校で福祉を担当する

先生方を中心に最新の介護技術を習得しました。 

＜講座の内容＞ 

①介護福祉士養成教育の方向性（講義） 

松本短期大学介護福祉学科の丸山順子准教授を講師に、福祉制度や学習指導要領の改訂等

を踏まえた介護福祉士養成教育の今後の方向性について学びました。 

②基礎的な介護技術の指導法（講義・演習・研究協議） 

  松本短期大学介護福祉学科の施設設備をお借りし、教材研究や実習における具体的な指導

方法について、演習や情報交換をしながら学びました。 

＜講座の様子＞ 

   
具体的な介護技術の指導      コミュニケーションの実習   介助方法の演習（ケーススタディ） 

＜受講者の感想より＞（抜粋） 

 ・日々進化する最新の介護技術と指導方法を、具体的な演習をしながら学ぶことができた。 

 ・今回のように実技演習を含む研修を定期的に受講したい。 



◇高等学校初任者研修「教職基礎研修Ⅴ」 

９月 13 日(火)に高等学校初任者研修「教職基礎研修Ⅴ」が行われました。坂城高校手塚理実教諭の実践発表「生

徒会指導の在り方」では、坂城高校における生徒会指導の具体的な発表をとおして生徒会指導の在り方について

理解を深めました。続く長野西高校鳥谷越浩子教諭の実践発表「クラブ指導を通じて生徒に何を伝えたいか」で

は、鳥谷越先生のクラブ活動指導の実体験や現任校での具体的な部活動指導について学びました。午後は、体育

センター田玉勝己専門主事による講義「クラブ指導における事故防止」により、特に運動部を念頭においたクラ

ブ指導時の安全配慮と事故防止について学び、その後、塩尻市広丘消防署員指導によるＡＥＤを含む心肺蘇生法

についての実技講習を行い、実際に使えることを意識して全員が心肺蘇生法の技術を習得しました。 

＜受講者の感想から＞ 

・はつらつとした姿でお話しされる鳥谷越先生から大きなパワーをいただきま 

した。先生からお聞きしたことの一つでも自分のものとして、取り込んでい 

きたいと思います。 

・ＡＥＤに触れることは初めてで少し戸惑いましたが、体育科の先生を中心に 

アドバイスをいただき、技術を習得することができました。普段の生活の中 

で常に頭の中でシュミレーションをし、万が一の時にしっかり行動できるよ 

うにしたい。 

 

 

 

◇高等学校 10 年経験者研修「地域研修Ａ」 

８月 25 日(木)に長野県立歴史館（千曲市屋代）において、「高校 10 年研地域研修Ａ」が行われました。受講者

16 名は、博物館と連携した高校の学習の実践を知り、地域と共に築く教育のあり方についての理解を深めま

した。県立歴史館の館長、学芸部長、各部課長及び専門主事の先生方の講義・演習・実習・見学により、長野県

の学術的・歴史的価値のある文化財と出会い、連携の仕方を具体的に考えていました。 

＜受講者の感想から＞ 

・「文化と人はつながっている」という言葉がありましたが、人あるところに文化 

あり、それを次世代に伝えていくのも人の力なのだと強く感じました。 

・栄村に福澤諭吉の手紙の写しが存在したことが判明するなど、とても興味深い話 

を聞くことができました。 

・「ひめゆり平和への祈り」、「長野県の満州移民」などの企画展をぜひ見学してみたい。 

・県外で平和教育を行うことが多いが、県内や地域の身近なテーマで平和教育を行うことも大切だと感じました。 

◇高等学校 10 年経験者研修「地域研修Ｂ」 

 ９月９日(金)にピッキオ（軽井沢野鳥の森）において、「高校 10 年研地域研修Ｂ」が行われました。受講者 12

名は、ネイチャーウォッチングに参加し、森の案内人が、参加者に最高の満足感を与え、また来たいと思われる

ためにどんな努力をしているか学び、「教育におけるホスピタリティとは何か」について理解を深めました。 

＜受講者の感想から＞ 

・ホスピタリティ以外にも専門的な知識を持つことで伝えられる驚きや感動、 

参加者(生徒)の思考を活性化させる方法など専門性、エンターテイメント、 

コミュニケーションについて学べ、大変有意義な一日でした。 

・生徒にとって心地よい授業、配慮ある対応ができるように工夫したい。基本 

的なことですが、“笑顔”が重要なのだと改めて気づかされました。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

                                       

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―― 研修講座を振り返って ―― 

教職教育部が８、９月に実施した指定研修講座から３講座を振り返ります 

 
１ Webを利用した総合実践 

Web 総合実践システムを活用した総合実践について２日間講座を実施しました。 

１日目は，今年度バージョンアップした「スーパー実践くん４」の学校での設定方法や総合実践での運用

方法を研修しました。 

２日目は，システム・フューチャー株式会社代表取締役の福島様を講師にお招きし，電子商取引を体験で

きる「サイバートレード」の演習を行いました。 

 
＜受講者の感想＞ 

・ 実践くんの管理および操作方法についての理解ができた。 

・ もっともっと面白い授業をしていくことが出来そうでワクワクします。 

・ 今回，直接自分自身で実習を進めてみて今まで以上のソフトの奥深さと楽しさを感じることができました。 

・ 「できないから学ぶ」研修を受けることの大切さを教えていただきました。 

 

２ 科目「ビジネス情報」におけるネットワーク管理 

今後，企業で必要とされる知識や技術は「データベース」と「ネットワーク」といわれています。セン

ターのネットワーク関連の講座は，人気が高いため商業単独枠で開講しました。 

ピアツーピアやクライアント・サーバのネットワークの仕組みやサーバ活用についての実習を行いまし

た。一人につきサーバ１台，クライアント２台の環境で実習ができ，受講者に好評でした。 

        
＜受講者の感想＞ 

・ ネットワークの仕組みがわかった。 

・ 今まで，もやもやしていたネットワークの知識を整理することができた。 

・ 授業と同じ環境で実習ができ，サーバの活用についてよく理解できた。 
ネイチャーウォッチング参加 

実技講習「AED を含む心肺蘇生法」 

バックヤード見学 



 

 
 

分 野 講座番号 講  座  名 対 象 日 程 
募集 
人数 

教科等 3-1-01-25 いきいき高校古典授業 高 11/22 13 

3-1-03-27 実践に学ぶ中高連携数学 中高特 11/10 8 

3-1-03-28 算数的活動を生かした授業 小特 11/15 10 

3-1-03-29 大学進学と高校数学教育 高特 11/17 8 

3-1-03-30 小学校算数から中学数学への橋渡し 小中特 11/29 3 

3-1-04-24 実験から展開する高校物理 中高特 11/17 2 

3-1-04-36 授業に活かす中学校化学実験 小中特 11/22 5 

3-1-05-08 中学校英語基礎Ⅱ 中特 11/2 9 

3-1-05-23 高校における英語リーディング指導 高特 11/18 11 

3-1-08-05 中学校美術基礎 中高特 10/26 6 

3-1-10-26 必修！プログラムによる計測・制御 小中高特 11/1 2 

教育課題 3-2-09-01 学校における情報セキュリティとモラル 小中高特 10/25 18 

情報･産業 3-4-10-02 専門教育に生かす知的財産権 小中高特 11/22 2 

3-4-13-02 商業科目の新指導法 高(商) 10/6～7 14 

3-4-15-02 教科「福祉」教材研究と指導法 高 11/1  2 

3-4-21-21 組換え実験から学ぶ食の安全 小中高特 11/17～18  2 

3-4-30-21 マネジメントから始める学校創り 職業学科 10/24 27 

今からでも間に合う研修講座（10月・11月開講の講座） 9 月 20日現在 

 

追加募集は 10日前まで受け付けています。ＨＰで確認して電子申請で申込みをお願いします。 

 

 
 

 

 

 

  

信州型事業仕分けの対象事業の一つとして、「教職員研修事業（総合教育センター事業）」

が選定され、次のとおり仕分けが行われました。 

9月 3日（土）伊那会場  １班（教育・子育て）伊那合同庁舎 13：00～14：00 

 参加者：仕分け人（コーディネーターを含む）6名  県民判定人15名 

     県教育委員会事務局・総合教育センター4名 
 
仕分け人の方々との質疑応答の後、研修事業と維持管理事業に分けて県民判定人の方々に

よる評価が出されました。 

評価結果：①教職員研修事業 要改善 

      ②総合教育センター維持管理事業 要改善 

信州型事業仕分けについて 
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様

は
、
子
ど
も
た
ち
が
驚
き

を
も
ち
、
化
学
に
関
心
を

持
つ
き
っ
か
け
に
な
る
」

と
熱
く
語
っ
た
。 

 

ま
た
、
開
放
講
座
の
よ
う
に
整
理
券
を
必
要
と
し
な

い
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
に
ぎ
わ
っ
た
。
今
年
度
は
、
ま
わ

た
で
作
る
う
ち
わ
作
り
、
カ
ラ
フ
ル
コ
マ
、
電
子
顕
微

鏡
、
箱
庭
、
二
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
操
作
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
リ
サ
イ
ク
ル
、
記
念
合
成
写
真
、
ロ
ボ
ッ
ト
工
場
見

学
、
プ
ラ
板
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
、
太
陽
プ
ロ
ミ
ネ
ン

ス
観
察
、
テ
レ
ビ
電
話
、
３
Ｄ
体
験
、
昔
の
遊
び
体
験
、

所
内
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
十
三
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
。 

 

こ
の
う
ち
「
カ
ラ
フ
ル
な
コ
マ
で
色
実
験
を
し
よ
う
」

は
、
色
彩
の
不
思
議
を
コ
マ
の
盤
面
で
体
験
で
き
る
コ

ー
ナ
ー
。
単
に
カ
ラ
フ
ル
な
色
の
コ
マ
を
作
る
だ
け
で

な
く
、
伊
藤
専
門
主
事
か
ら
、
な
ぜ
そ
う
い
う
色
に
見

え
る
の
か
パ
ソ
コ
ン
や
図
を
用
い
て
説
明
が
添
え
ら

れ
た
。
参
加
者
は
「
な
る
ほ
ど
」
と
感
心
し
て
い
た
。 

 

今
回
の
参
加
者
は
三
三
三
名
。
午
後
三
時
に
終
了
し

た
。
参
加
者
の
一
人
は
「
や
っ
て
み
た
い
も
の
が
い
っ

ぱ
い
で
、
時
間
が
も
っ
と
あ
っ
た
ら
。
本
当
に
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
せ
、
子
ど
も
も
大
人
も
大
満
足
」
と
語

っ
た
。
好
評
で
あ
っ
た
施
設
開
放
だ
が
、
セ
ン
タ
ー
で

は
、
別
の
施
設
開
放
の
あ
り
方
も
模
索
し
て
い
る
。 

 

当
日
の
残
念
な
天
気
図 

企画開発部 

塩尻市片丘南唐

沢6342 

内線113 

チャレンジ・キッズランドにぎやかに 

今
か
、
今
か
と
九

時
二
十
分
の
開
場

時
刻
を
待
つ
チ
ャ

レ
ン
ジ
・
キ
ッ
ズ

の
列 

天
体
観
察
会
は
中
止 

 

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
」
の
前
夜
は
、
例
年
、
セ
ン
タ
ー
の
天
体
望
遠
鏡
を
使

っ
た
「
天
体
観
察
会
」
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
度
も
開
催
予
定
だ
っ
た
が
、
台
風
の
接
近
に

よ
り
天
候
が
悪
化
。
午
後
五
時
近
く
、
諏
訪
所
長
は
中
止
を
決
断
し
た
。
担
当
の
桐
生
専
門

主
事
は
「
是
非
と
も
地
域
の
皆
さ
ん
に
望
遠
鏡
を
の
ぞ
い
て
ほ
し
か
っ
た
が
残
念
」
と
悔
し

さ
を
に
じ
ま
せ
た
。
た
だ
、
こ
の
時
期
は
天
候
が
不
安
定
な
上
、
月
が
観
察
で
き
な
い
た
め
、

両
セ
ン
タ
ー
で
は
、
天
体
観
察
会
自
体
の
存
続
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。 

翌
日
の
太
陽
プ
ロ
ミ
ネ

ン
ス
は
観
測
で
き
た 

パ
ソ
コ
ン
で
ロ

ボ
ッ
ト
を
楽
し

く
操
縦 

な
ん
で
？
へ
え
！
な
る
ほ
ど
！
の
声
が
た
く
さ
ん
あ
が
っ
た 

驚
き
、
感
心
の
開
放
講
座
、
体
験
コ
ー
ナ
ー 
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